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 中国系アメリカ人作家マキシーン・ホン・キングストン（Maxine Hong Kingston, 1940-）の処
女作『チャイナタウンの女武者─幽霊の中で過ごした少女時代の思い出』（The Woman Warrior: 
Memoirs of Girlhood among Ghosts, 1976、以下『チャイナタウンの女武者』と略記）は、出版後た
だちにベストセラー・リスト入りし、国内の主要雑誌､新聞などの書評にも取り上げられ、高く評
価された。さらに、全米批評家賞（National Book Critics Circle Award）など国内の定評ある文学賞
を立て続けに受賞し、キングストンの作家としての地位は確固たるものとなった。その後、『アメ
リカの中国人』（China Men,1980）、『トリップマスター・モンキー─そのフェイク・ブック』
（Tripmaster Monkey: His Fake Book, 1989、以下『トリップマスター・モンキー』と略記）、そして









人蔡琰（Ts’ai Yen, 175-239?）、多種多様な幽霊、李汝珍（Li Ju-chen, c. 1763-1830）の中国清代の
小説『鏡花縁』（Flowers in the Mirror,1818）に登場する唐敖（Tang Ao）、蒲松齢（Pu Sung-ling, 
1640-1715）の短編集『聊斎志異』（Strange Stories from Chinese Studio, 1679）収録の幽霊譚、李覆
言（Li-Fu-yen）の杜子春（Tu Tzu-ch’un）の物語、中国版『ロビンソン・クルーソー』（Robinson Crusoe, 
1719）とでも言うべき羅賓遜（Lo Bun Sun）の物語、羅貫中（Luo Guanzhong、生没年未詳）作『三
国志演義』(Romance of the Three Kingdoms )、漂泊の詩人屈原(Ch’ü Yüan, 340-278. BC)の「離騒､
または憂いに遭いての哀歌」（“Li Sao, or Lamenting on Encountering Sorrow”）、呉承恩（Wu 
Ch’eng-en, ?-1582?）の『西遊記』（Journey to the West, c. 1570）、施耐庵（Shi Nai-an, 1296?-1370?）








































Woman”）、「白虎」（“White Tigers”）、「シャーマン」（“Shaman”）、「西の宮殿で」（“At the Western 






































































































「死霊の愛」は、『アメリカの中国人』の第一章「中国からやってきた父のこと」(“The Father from 























































るかと思えば、ライナー・マリ・リルケ（Rainer Maria Rilke, 1875-1926）の『マルテの手記』（The 
















































































別記様式  博在－Ⅶ－２－②－A 
 
論文審査の結果の要旨 
学位の種類  博士（国際文化）  氏 名  王 偉  
学位論文の  





 （主査）佐藤研一，藤田緑，吉田栄人，鈴木美津子  
 論文審査の結果の要旨（1,000 字内外）  
 
 博士論文の目的は、中国系アメリカ人作家のなかでもひときわ異彩を放つマキシーン・













 第２章では、『アメリカの中国人』（China Men, 1980）を考察している。第１節では
『鏡花縁』（Flowers in the Mirror,1818）に登場する唐敖（Tang Ao）と『聊斎志異』






  第３章第１節では、『トリップマスター・モンキー』（Tripmaster Monkey, 1989）を取り上




（The Romance of the Three Kingdoms , 1522）と『水滸伝』（The Water Margin, 1522-66）を目
下執筆中の戯曲に換骨奪胎して取り込むことによって、平和を希求する物語に変容させて
いることを検証している。  
 以上、丹念に先行研究にあたった上で、パロディー、言葉遊び、ジャンルの混淆などを
的確に分析し、キングストンの重層的な文学手法を解明しようとした本論文は、意義ある
ものと言える。ただし、フェミニズムあるいはエスニックという視点を用いる際に、新し
い見方を示しているにもかかわらず、かならずしも先行研究との差異が明らかにされてい
ない点が二、三あったことは惜しまれる。また、日本で暮らす中国人としての立場を反映
した、具体的な分析が加われば、より重厚な論考となったものと考えられる。ともあれ、
本論文の研究成果は、論文提出者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学
識を有することを示している。よって、本論文は、博士（国際文化）の学位論文として合
格と認める。  
  
